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SDGsとしての目的
4.4    2030年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、ディーセント・ワークおよび
起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。

目的
• 武蔵野大学データサイエンス学部の認知度を向上させる

今回の目標

• 武蔵野大学データサイエンス学部のTwitter公式アカウントのフォロワー数
を増やす

• 滋賀大学データサイエンス学部Twitter公式アカウントのフォロワー数を超
える

仮説

仮説A：高校生という大きな枠組みに対して広告を出せばデータサイエンスを知らなか
ったが興味を持った人がフォローするのではないか

仮説B：データサイエンスを知らないがAIや機械学習、情報系に興味のある人にアプロ
ーチをしたらフォロワーが増えるのではないか

→  ２種類のターゲットを設定し、広告を打つ
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広告の設定
目的：フォロワー獲得 フォロワーが増えるごとに課金される
予算：20000円
期間：12/18〜1/18  １ヶ月間

ABに共通の
ターゲティング

仮説A
高校生全般

仮説B
情報系に興味がある人

図1 仮説ABに共通のターゲティング

図2 仮説Aのターゲティング

図3 仮説Bのターゲティング

キーワード

設定したキーワードを検索またはツイートした人
をターゲティングする
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仮説A        広告したツイート

• データサイエンス学部が取り上げられた
外部記事の紹介
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仮説B 広告したツイート

• タグに「AI」などが含まれてい
るなどの専門的な内容を含むツ
イート
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12/18
広告開始

12/18
広告開始

1/9
フォロワー：844
(滋賀大学超え)

広告開始時

滋賀大学 ：827
武蔵野大学：770
→ 差は50以上

広告終了時
滋賀大学 ：841
武蔵野大学：846
→滋賀大学を超した

結果

オーガニックインプレッション

ツイートやRTなどによってTL上で
自然にツイートを見た人の数
プロモインプレッション

広告によってツイートを見た人の数

図4  広告を開始してからのフォロワー数の推移

図5  インプレッションの推移

+64フォロー
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仮説A

期間 キーワード
インプレッショ

ン
結果 結果レート

2019/12/18 - 2020/01/17 勉強 33226 21 0.06%

2019/12/18 - 2020/01/17 テスト 22337 17 0.08%

2019/12/18 - 2020/01/17 課題 10969 5 0.05%

2019/12/18 - 2020/01/17 模試 2859 1 0.03%

2019/12/18 - 2020/01/17 進研 320 1 0.31%

2019/12/18 - 2020/01/17 期末 771 - -

2019/12/18 - 2020/01/17 河合 656 - -

勉強やテストといったキーワード
でつぶやいたり、検索している人
がフォロワーになりやすい
→勉強やテストは使用範囲が広い
ため、目にする機会が多い

仮説B
結果：32フォロー 結果：32フォロー

表1  仮説Aのキーワードごとのフォロー数 表2  仮説Bのキーワードごとのフォロー数

期間 キーワード
インプレッショ

ン
結果

結果レー
ト

2019/12/18 - 2020/01/18 情報 36060 31 0.09%

2019/12/18 - 2020/01/18 AI 5512 5 0.09%

2019/12/18 - 2020/01/18 プログラミング 1802 3 0.17%

2019/12/18 - 2020/01/18 データサイエン
ス

104 1 0.96%

2019/12/18 - 2020/01/18 機械学習 632 2 0.32%

2019/12/18 - 2020/01/18 IoT 662 - -

情報というキーワードで引っか
かった人が多い

データサイエンスというワード
自体はあまり効果がない


